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１ 平成27年度進路概況

一般には景気が回復し，求人数が増え，就職は売り手市場であると言われています。確かに，全体的には就

職状況は良くなっていると思います。しかし，景気は本当に良くなっているでしょうか？皆さんは景気が良く

なったと実感していますか？景気が良くなったと，実感する人はそんなに多くないのではないでしょうか？企

業訪問でわかったことですが，企業では高齢化が進み，団塊の世代の人たちが定年後の再就職から辞めていっ

ています。そのため，企業ではそれに対応して人材の確保を行っています。就職状況が良い最大の理由はそこ

にあると考えられます。

今年度は近隣にある大手の建設機器メーカーからの求人がなかったり，求人数が減ったりしました。この原

因は中国の景気が減速し，建設機器の需要が減ったためだと考えられます。また，鹿嶋市にある大手製鐵所の

生産量も増加しているわけではありません。しかし，採用人数は昨年を上回っています。このことから考えて

も，就職状況が良いのは景気の回復というより，団塊の世代退職にともなう人員の確保が大きいと考えられま

す。この傾向はしばらく続くと考えられますので，本校生徒にとっても追い風になると考えています。

２ 平成27年度進路状況

本校の進路状況については裏面のとおりとなっています。本年度は船舶に就職する生徒が 21 名となってい

て，その内漁船に就職する生徒は16名，商船が２名，官庁船に２名，遊漁船１名となっています。水産加工

会社への就職は11名で，全員が近隣の企業です。港湾関連企業へは６名，船舶関連企業が２名といった状況

です。就職希望者は全体で 81 名，その内水産・海洋関連企業への就職内定者は 42 名となります。就職希望

者の約半数が水産・海洋関連企業へ就職が内定しています。このように本校の専門性を活かせる企業へ生徒が

就職していくことは，本校としても大変喜ばしいことです。来春からの頑張りを期待いたします。

進学についても，東海大学や海上技術短期大学校などの水産・海洋系の学校へ進学する生徒が出ています。

水産・海洋に関する専門性をさらに高めて，将来につなげてもらいたいと思います。

３ 進路を考える上で大切なこと

就職する場合も，進学する場合も不利になることは“休みが多い”ことです。休みが多い人は企業でも学校

でも合格できないことが多くあります。１・２年次からできるだけ学校を休まないように努力することが大切

です。さもないと大きな後悔をすることになってしまいます。

学校の成績は良いに越したことはありませんが，３以上の評価が望ましいと考えられます。入社試験などを

行うところもありますが，完璧にできないといけないわけではなく，ある程度の学力があることが重要です。

特別難しい知識などは必要ありませんが，高校入試程度の問題がそれなりに解けるようにしておくことが望ま

しいと考えられます。進学する場合も，AO入試や推薦入試では同じような学力が必要になりますので，本校

での授業をしっかりと受け，基礎学力を向上させることが大切です。

４ 企業が求める人材とは

企業が求める人材は，“粘り強い人”，“コミュニケーション能力のある人”，“責任感のある人”といったと

ころです。部活動などを３年間頑張った人が高評価なのは，このようなことにつながることが多いからだと考

えられます。さらに，部活動などを通して高校生活で苦労したことや頑張ったことがあれば，きっと良い結果

につながると考えられます。

５ 進学に関して

自分には進学なんて無理だ等と思っている人も多いと思います。専門高校生だから国数英があまり得意では

ないなどの理由であきらめている人もいると思います。進学すれば，さらに専門的な技術や知識，資格などを

取得することになり，将来の就職に大きく役立ちます。現在，入学試験は AO 入試，指定校推薦入試，推薦

入試，一般入試と同じ学校で同じ学科を受ける場合も様々な方法があります。進学したいと考えたら進路指導

部に相談してください。１・２年生のうちから進学に関する情報を集め，意識を持つことが重要です。そして，

自分が行きたい学校が決まったら，どの受験方法で受験するかを決め，早めに対策を立てることが合格の秘訣

になります。



平成 27 年度進路状況（12 月 21 日現在）

○ 就 職

①旋 網 船：㈱不動丸（3 名），廣屋水産㈱（２名），大濱漁業㈱，

㈲山仙丸漁業， (有)金星（2 名），

②マ グ ロ 船：㈱磯前漁業，㈱福積丸

③カ ツ オ 船：㈲廣屋（２名），㈱勝栄丸（2 名）

④定置網漁業：マルタ水産㈱

⑤釣 り 船：岡重丸

⑥港 湾 関 係：三国屋建設㈱（3 名），日立埠頭㈱，富士港運㈱鹿島事業部（2 名）

⑦商 船：商船三井フェリー㈱，津軽海峡フェリー㈱

⑧船 舶 関 係：ジャパンマリンユナイテッド㈱，㈱シンワ

⑨水 産 加 工：㈱ヤマイチ，㈱谷藤水産（5 名），カクダイ水産㈱，ヤマサ水産㈱

㈱ヤ印（2 名），㈱ニチロフーズ

⑩公 務 員：気象庁観測船（2 名）

⑪その他企業：新日鐵住金㈱，東京電力㈱，日野自動車㈱（2 名），㈱多久製作所，

森松工業㈱，中国木材㈱（5 名），オハヨー乳業㈱，カバヤ食品㈱，

㈱幸田商店（2 名），㈱大曽根建設，㈱ジャパンミート，

㈲ ク レ ス ト （ 2 名 ）， FLEXCEED ㈱ ， ㈱ ウ ミ ノ ，

社会福祉法人芳香会 芳香会病院，㈱ヤマガタオートサービス，

とんきゅう㈱，㈱竜ヶ崎電設，大洗お魚天国㈱，㈱宮田，ネモト建設工業㈱，

㈱ケーエヌ（2 名），二宮産業㈱，㈱ニシノグループ，

医療法人秀仁会川島クリニック，㈱大平組

○ 進 学

東海大学海洋学部，日本ウェルススポーツ大学，

国立清水海上短期大学校（2 名），国立宮古海上短期大学校，

日立産業技術専門学院金属加工科，水戸自動車大学校車体整備学科，

水戸ビューティーカレッジ総合ビューティ学科（3 名），

いばらき中央福祉専門学校介護学科，

リリー保育福祉専門学校こども未来学科，茨城北西看護専門学校，

アジア動物専門学校ドッグトレーナー，大原簿記情報公務員専門学校水戸校，

北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ高度調理科


